
図１ 中津川市の推計人口

図２ 中津川市の医療需要の予測

図３ 医療機能の比較（人口10万人あたり）

出典：R2年は国勢調査、R7年以降は国立社会保障・人口問題研究所 2018年3月推計

出典：令和4年度第2回(第3回)岐阜県圏域地域医療構想等調整会議
＜参考資料4－1＞人口・患者推計（東濃圏域）

出典：JMAP 地域医療情報システム 2022年11月現在の地域内医療機関情報の集計値
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医療圏 患者数

東濃 20,326

岐阜 235

西濃 30

中濃 478

飛騨 146

愛知県 5,291

名古屋・
尾張中部 (2,535)

海部・尾張
東、西、北 (2,535)

他 (221)

40床
↓

↑
174床

合計214床

図４ 東濃医療圏の患者流出入数 図５ 東濃医療圏の患者流出入の割合

図７ 東濃医療圏の療養病床の流出数

図６ 東濃医療圏の一般床の流出数 表１ 2021年度DPCデータから見た
東濃医療圏の患者流出数

病床換算

出典：e-Stat 患者調査 出典：e-Stat 患者調査

出典：e-Stat 患者調査

出典：e-Stat 患者調査

（ ）は愛知県の内訳

患者の流出

6180人
（23％）

病床換算において採用した平均在院日数は岐阜県は
出典より16.4日、愛知県は厚生労働省「令和３年度
DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」
の結果報告について」、「（３）在院日数の状況」
における愛知県の病院の中央値12日を採用

出典：岐阜県 令和4年度 DPCデータの分析結果
について 患者受療状況

※流出の多くは尾張北部医療圏

※
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表２ 地域医療構想における必要病床数（東濃医療圏）

表５ 人口で按分したときの東濃医療圏における機能別必要病床数

表３ 人口で按分したときの東濃医療圏に
おける基準病床数

表４ 人口で按分したときの東濃医療圏に
おける必要病床数

出典：令和5年度第1回岐阜県圏域地域医療構想等調整会議【東濃圏域】
＜資料6－2＞各医療機関の対応方針について【(2)病床数、医師数等】
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図８ 中津川市の病床比較
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既存病床数 中津川市民病院 360床、城山病院80床、坂下診療所19床
稼働病床数 中津川市民病院 316床、城山病院80床

※坂下診療所19床



表６ 推測される病床の必要量と中津川市の病床数の比較

表７ 旧坂下病院の地区別平均入院患者数
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表8 坂下診療所（旧坂下病院）の臨床統計

出典：中津川市より提供

出典：中津川市より提供
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※稼働実績がないため稼働病床数には含めない



図９ 死亡の場所別割合

中津川市 全 国

岐阜市 南木曽町

老人ホーム：養護、特別養護、軽費及び有料老人ホーム。 自宅：自宅の他、グループホーム、サービス付き高齢者向け住宅を含む。

出典：e-Stat    人口動態調査

表9 地区別救急搬送数

※各地区の役場から中津川市民病院もしくは坂下診療までの車での移動時間

出典：中津川市消防年報、南木曽、大桑村については木曽広域消防本部より提供

※
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図１０ 死亡の場所別割合の比較

病院における死亡割合の比較 自宅における死亡割合の比較

図１１ 中津川市の死亡の場所の変化
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出典：e-Stat    人口動態調査

表10 変更後の東濃医療圏の機能別病床数の比較

出典：令和5年度第1回岐阜県圏域地域医療構想等調整会議
＜資料6－2＞各医療機関の対応方針について【(2)病床数、医師数等】

を参考としている。


